
 

 

 
 

9. 連続して発生している保守用車・軌陸車に関する事象に対して、ハード対策を基本と抜本的対策を講じるこ

と。 

（組合）両毛線・吾妻線での事象の原因はヒューマンエラーか 

（会社）そこが大きい 

（組合）対策を講じていると言うが何か 

（会社）他支社でもやっていたが保守用車安全キャンぺーンと各職場を回ってきた注意喚起になってしまうが

立ち合っての確認をして来た 

（組合）ヒューマンエラーであるなら設備的な対策はないのか 

（会社）作業計画の打ち合わせ。不備があれば指導を徹底している 

（組合）保守用車の事故は一歩間違えれば人命にかかわる。そういう中で安全設備を必要とする認識は 

（会社）人間の注意力には限界がある。今後検討して行く 

（組合）保守用車には安全装置がないが人の注意力には限界がある。幹線の保守用車では追突事故から安全シ

ステムが入っている。そういったものを入れないのか 

（会社）入ればいいが、今のところはない。機械化も進む中で必要ではある 

 

10. 今後における設備の保全・修繕に対する基本的な考え方を明らかにするとともに、安全・安定輸送の観点

から十分な修繕費を確保すること。 

（組合）修繕費について基本的な考え方は 

（会社）修繕はしなくてはならない。お金の確保はしていかなくてはならない。やるべきことは要求していく。 

（組合）対前年で全体的に修繕費は変わっているのか 

（会社）ほぼ変わっていない 

（組合）コロナを原因として変わったものは 

（会社）コストダウンは常に課題。設備部門としてコロナだからでなく変わっていない。今までコロナでなくともコ

ストダウンしてきた 

（組合）必要のないものはいいが、必要な物は判断する人によって許可が下りてこない。安全・必要なものは要求し

てもらいたい 

（会社）その通りである 

 

 

 

発行２０２０年９月７日 N O２０ 


